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子どもが分かる 学習指導の工夫 
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  算数科における 構造学習法の「山登り 学習法」を活用した 授業の改善   

浦添市立神 森 小学校 廣瀬 要平 

[ 要 約 ] 

「生きる力」「自己教育力」の 育成と「基礎的・ 基本的内容」の 指導の登底という 社会の要請に 対応する 

指導法として ，算数科を通して 構造学習法を 研究した。 小学校第 4 学年の「面積」の 単元で構造学習法の 中 

の 「山登り学習法」を 試みたところ ，児童は学習内容の 構造化につとめ 定着に効果があ った。 さらに主体 白り 

な学習態度の 育成や討論などを 通しての自己表現力，チームワークの 育成にも効果があ ることがわかった   

また， S-P 表や、 「 あ あ て」を表示したワークシートを 活用ずることによってより 効果的に学習を 進めるこ 

とができることがわかった ， 

Ⅰ 

一 山登り学習法構造学習法 s 一 p 表 問題解決的学習算数面積 (4 年 ) 
， テーマ設定の 理由 でき，児童に 教材を構造的にとらえる 能力がつくこ 

現代は高度情報社会と 呼ばれ社会の 変化は極めて とは「自己教育力の 育成」と 「基礎 的 ・基本的内容 

激しい " そのような社会で 求められる学力観として の 定着」にもっながるのではないかと 考え本研究 テ 

「生きる 力 」と「自己教育力」が 重視されるよ う に 一マ を 設定した。 

なってきた。 平成川年 12 月に告示された 次期学習 

指導要領の総則には ， 「 ( 前略 ) 学校の教育活動を 進 Ⅱ 研究の目標 

めるに当たっては ，各学校において ，児童に生きる 構造学習法の 一 形態であ る山登り学習法を 算数科 

力 をはぐくむことを 目指し創意工夫を 生かし特色 の 旧題解決的学習に 取り入れ，指導法の 改善を研究 

あ る教育活動を 展開する申で ， 自ら学び自ら える する。 
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欲 的に学習する 中で，基礎的・ 基本的事項を 身につ 

けて欲しいと 願 い ，算数科でも 問題解決的学習やコ 

ンビュー タ の活用など指導法の 工夫をしてきた。 け 

れども，その 単位時間内では 子ども達は意欲的に 学 

皆 に取り組み目標を 達成したかに 見えた授業も 定着 

が 悪いということがよくあ った。 ことに学習不振 児 

  さ
 
と
 
六
 
-
 し
 

 
 
て
 
ィ
コ
 

持
 
を
 
識
 
"
;
"
 

目
 ，
 
、
 

 
 

 
 っ

上
 

か
導
 

Ⅰ
コ
ト
 

み
虫
ヒ
目
 
十
 

が
な
 

向
ぅ
 

傾
よ
 

の
 

び
 
）
 

そ
こ
 

 
 
 
 

  

佐藤隆博先生 (NEC 首席研究 貫 ) の S 一 P 表と 構 

造学習の講座を 受けた，そして ，従来の指導法に 構 
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Ⅹ 構造学習法，山登り 学習法とは 

構造学習法とは 認知心理学の 理論に基づいた 教 

苛法であ る。 構造学習法では ，人は新しい 情報が 

入ってきたときにその 知識が従来の 知識構造の中 

に 位置づけられなければ 忘却してしまうが ， ぅま 

く 位置づけられるならばそれまでの 知識の利用 可 

能 性も高まると 考える。 山登り学習法とは ，構造 

学習法の 一 形態であ り，教材の全体構造を 示した 

学習構造図を 利用する。 

あ たかも山登りのとき 地 構造学習法 

図で現在位置を 確認する 

ように。 学習構造図で 教 山登り 

材の全体構造を 常に意識 煕羽 ー・ 日 ザ 

しながら学習することに 

よって知識の 構造化を図ろ う とするものであ る     

 
 

 
 
 
 

 
 

 
  

 



Ⅱ 1  研究仮説 

(r)  山登り学習法を 行えば児童は 教材の全体構 

造を意識しながら 意欲的に学習するようになり 

学習効果が上がるであ ろう」 

(2)  山登り学習法を 取り入れることにより ，児 

童には自力で 知識を構造的にとらえて 課題を解 

決していこ う とする力が身につくであ ろう」 

(3) テストの処理に S 一 P 表を使って児童とⅢ 

題を分析すれば ，個に応じた 指導ができ学習 効 

呆が 上がるであ ろう " 

lV  研究の方法 

(1)  構造学習の理論，実践例を 研究し「面積」 

の単元で問題解決的学習に 取り入れる」 

(2)  S 一 H 表の理論を研究し ，デストを分析し 

て個に応じた 指導に役立てる " 

(3)  山登り学習法と S 一 P 表を活用した 指導 計 

画 モデルを作成し ，授業で検証する。 

(4)  各単位時間の 学習を構造化するためにワー 

クシートを工夫して 活用する。 

V  研究の内容 
Ⅰ 構造学習法の 理論 

(1) 記憶について 

新しい情報が 入ってきたときに 人間はそれを 

従来の知識構造の 中に位置づけたり ( 同化 ), 

従来の知識構造を 組み直したり ( 調節 ) して 獲 

(2) 構造化を促進するための 方策 

① 児童に単に知識を 与えるのではなく 体験を 

重視する。 

② 体験したことを 言語化させる ， 

( 話し合いの中から 表現法や論理性を 育て 

ていく， ) 

③ まとめを書かぜる。 

( 自分の言葉や 図．絵で表現することによ 

って理解する」 ) 

④ まとめを書き 直すことによって 体系的に整 

理する。 

⑤ まとめさせたものは 活用させる。 

  
  

学習構造図 (3 ぺージ ) の活用 

(3) 先行オーガナイザー 

学習する単元の 全体構造をあ らかじめ学習構 

造図に表して 児童に 示 ずことにより 新しく学ぶ 

ことを従来の 知識に結びつけたり ，学習の見通 

しをつけたりし ゃ ずくなる。 

  
構造図 (3 べ一、 ジ ) の活用 

4% 辛 していく。 

さらに，今までに 経験したことの 無い新しい 

ことに出会ったときに 従来の知識を 応用してい 

く 働き ( 転移 ) も重要であ る。 一旦車の運転法 

を身につけると ，今までに運転した 事のない 車 

でヰ ，運転できろ 事などが転移のわかりやすい 例 

であ る「学習指導をするときに「転移」を 体験 

させることが 大切であ る， 

使える生きた 記 ・患にするためには   情報や知識 
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2  構造学習法 ( 山登り学習法 ) の実際 

(1) 構造化の 3 段階 

① 第 1 段階 単元の教材分析 

台 

尹 

教師が双後の 学年の指導内容や ，当該学年での 既習事項との 関連を含めて 教科構造チャートに 

表す ， 次に，作成した 教科構造チャートを 墓にして指導の 順序や手だてなど 指導計画を立てる ， 

  角柱・円柱の 表面積 (6 年Ⅱ 
T
 

  

台形の面積 (5 年 ) 

  

三角形の面積 (5 年 )   k il  k  ㎡ 二 1000000  ㎡   

ひし形の面積 (5 年 ) l  k  ㎡ 二 100ha 

lha@=@ 10000@ m2 

t  ha  二二 100a 

長方形の面積の 公式 正方形の面積の 公式 lmn  二 l00cm  (  2  年 ) 

]cm 二 I0mm  (2 年 ) 

普遍単位 (c ㎡ ) による 

比較 
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かたちづくり い 年 )  どちらが長い (1 午 ) 

面積の間接比較 間接比較 
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図 1  教科構造チャート 
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②第 2 段階指導教材の 構造化 ( 学習構造図の 作成 ) 
教師が教科内容の 構造化をふまえて・ 学ぶ側の心理や 教える側の指導計画を 配慮して学習構造図 

を 作成する，単元の 第 1 時に児童に学習構造図を 配布し黒板にも 拡大した物を 掲示する」授業では 

学習構造図を 活用し児童に 常に全体構造を 意識させながら 授業を進める ， 

  
  

ゆ 4 
4 年コ 組               

1 千Ⅰ 

升 Ⅱ 

申 うし 壱 

  
栢神     

  

そ肛叫勒 

  
印妃   

  

荻は 由れ何 %) 

ス   一 ""   ト 柑は / 
図 2  学習構造図 

③ 第 3 段階 児童によるまとめの 学習 

児童自身が主体となって 学習内容を構造化する 段階。 

0 通常の授業 二 学習構造図にその 時間に学習したことを 記入させたり．関連したⅢ題を 解かぜ 

たりする、 

0 単元の中間と 単元の学習内容を 終えたときのまとめの 授業 

二 新たに学習構造図を 与え。 余白に学習内容を 記入したり・ 問題作りをさせる     

せ 

，
 ）
 

Ⅹ まとめの学習ではバループによる 話し合い活動や 記録させる活動を 多く取り入れることに 

よって児童に 知識を構造的に 組織化させる 能力 ( 情報を創造させる 能力 ) を培う " 

々 タ 一 4 一 



(2)  単元を通しての 山登り学習法指導計画モデル 

レディネ、 ステスト 

（ 

学 、 指 導 
第 Ⅰ 時 
0  導入の授業で 学習構造図を 各児童に 配 
布し 。 単元全体の学習計画を オリェンテ 

一 ション 吋る " 教師は黒板に 拡大した 学 
習 構造図を掲示して 授業を進める " 

0  学習構造図を 常に机の上に 出しておい 
て必 、 要に応じてそれを 参考にしながら 学 

習を進める。 

第 2 時以降 
0  教師は黒板に 拡大した学習構造図を 掲 
示して教材の 全体構造を児童に 意識さ せ 
ながら授業を 進める " 

0  各単位時間の 導入の場面で ，その時間 
に 学習する部分を 学習構造図で 確認す 

る 。 

0  前 時まで Co 学習内容で重要な 点を学習 
構造図上で確認する ， 

0  児童は学習構造図を 常に机の上に 出し 
ておいて必要に 応じてそれを 参考にしな 
がら学習を進める。 

0  各単位時間のまとめの 段階で学習構造 
図の余白の部分に 学習のまとめを 記入さ 
せる。 その際．班でまとのたり・ 個人で 
まとわたりする。 

0  体験的な学習をした 場合，特にその 意 
味を学習構造図上で 確認する。 

  

中間チスト 

0  S-P 表で処理して 授業の中間評価を 行 
  
0  S-P 表の分析結果を 活用した補充指導 
な 行 う 。 

  ① 学級全体に補充指導を 要する問題 
を 指導する。 
② 誤答を自力で 解決できそうな グル 
一プと 個別指導が必要なバループに 
分けて指導。 個別指導の必要なバル 
ープは教師が 指導し 自力で解決で 
きそうなグループはリトルティー チ 
ャ一 を活用する」 

学習構造図の 作成 

0  新しい学習構造図を 与えて 班 ごとにそ 
れまでの学習内容を 書き込んだり ，新し 
い 線を書き加えたり・ 線の意味を考えた 
りさせる。 

学 習、 指 導 
l0  教師は黒板に 拡大した学習構造図を 掲 
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0  各単位時間の 導入の場面で ，その時間 
に学習する部分を 学習構造図で 確認す 
る。 

0  前 時までの学習内容で 重要な点を学習 
構造図上で確認する 

0  児童は学習構造図を 常に机の上に 出し 
ておいて必要に 応じてそれを 参考にしな 
がら学習を進める ，   

0  各単位時間のまとめの 段階で学習構造 
図の余白の部分に 学習のまとめを 記入さ 
せる。 その際，班でまとのたり ，個人で 
まとわたりする「 

0  体験的な学習をした 場合，特にその 意 
味を確認する。 

CAI ソフトによる 習熟 

0  教師は黒板に 拡大した学習構造図を 掲 
示して 必 、 要に応じて教材の 全体構造を児 

童に意識させながら 授業を進める ， 

0  児童は学習構造図を 常に机の上に 出し 
ておいて全体構造を 意識しがら学習を 進 
める。 

0  問題が解けない 児童には。 教師が学 
習 構造図を利用して 助言する， ( その際 
到 っかかっている 項目をマーカ 一で チェ 

ックし 意識化させる。 ) 

学習構造図の 作成 
0  班 ごとに新しい 学習構造図を 与えてそ 
れまでの学習内容を 書き込んだり。 新し 
い線を書き加えたり ，線の意味を 考えた 
り，問題作りをさせる。 
例 ) ① 学習構造図の 要素と線を書い 

書き込むタイプ。 
てあ る学習構造図に 学習内容を 

② 学習構造図の 線はあ るが要素 
が空欄になっていて 要素を書き 
込んでから学習内容を 書き込む 
タイプ 
③ 学習構造図の 要素はあ るが線 
は引かれていないものに 線 と学 
習内容を書き 込むタイプ 
④ 統合的な問題を 与えて，それ 
を 解くのに 叱 、 要な要素を含む 問 
題を作らせるタイプ 

米 ①②のタイプでも。 班 討議で理由 
付けできるならば 新しい線を迫加し 
てもよい。 

ポストテスト 
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(3)  ワークシートについて 

ワークシートには ， 設 Ⅲの他に， プリントの左側 

に設問のめあ てを記述した。 このことによって 児童 

は設朋や作業のめあ てを意識しながら 学習を進める 

ことができ学習効果が 上がった‥ 

            

l 月日 @  祇 No2 ls 刊 ｜ 
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図 4  S 一 P 表 

Vl 授業実践 

Ⅰ 単元 名 第 4 学年「面 積」 

ノ 

  

図 3  ワークシート 

3  S-P 表について 

S-P 表 とは， ドリル，演習問題やテストの 学習 デ 

一夕をわかりやすく 図表的に解析する 方法であ る， 

特別な知識が 無くても容易に 理解できる実用的なテ 

ストデータの 処理分析法であ ることが利点であ る。 

縦軸を児童の 得点順 は ，横軸を問題ごとの 正答率 順 

に並べ替えてできる S 曲線と P 曲線の形で児童の 

学習の定着度を 分析する「本研究では ，研究仮説「 テ 

ストの処理に S 一 P 表を使って児童と 問題を分析す 

れば，個に応じた 指導ができ，学習効果が 上がるで 

あ ろう。 」という仮説のもと 研究を進めた」 

S 一 P 表の活用法 

2  単元目標 

(1) 身の回りにあ るものの面積に 関心を持ち ， 

進んで面積を 求めようとする。 

( 関心・意欲・ 態度 ) 

(2)  「面積」も長さやかさの 場合と同じように ， 
づ 

単位の大きさを 決めてそのいくつ 分として数値 

化して求められることに 気づく。 

( 数学的な考え 方 ) 

(3) 面積の公式を 用いて正方形・ 長方形の面積 

を 求めることができる。 ( 表現・処理 ) 

(4)  いろいろな面積の 単位や正方形，長方形の 

面積を求める 公式が分かる。 ( 知識・理解 ) 
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 3  単元について 

上午では，紙を 直接重ね合わせて 広さを比べる 

こと，合同な 正方形をぬりつぶして 数を数えるこ 

と， 2 午では正方形などの 合同な図形をしきっ め 
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る - となど広さの 概念についてあ る程度経験をし レディネ、 ステスト問題 

ている。 これらの経験をもとに ， 4 午では，まず ( 東京書籍指導書の 旧題に自作問題を 追加 ) 

漠然とした意味で 使われていた「面積」の 概念を 

明確にさせることが 大切であ る」次に，単位の 面 

積を考えることによって ，面積はそのいくつ 分と 

い う 数値で表せるという 測定の意味を 理解させ 

る。 その後で面積の 単位「 cI は J 「㎡」「 Q 」「 Ha 」 

「 k ㎡」を知り・ 面積の単位の 相互関係を理解さ 

せる，この教材では 長方形や正方形の 面積の公式 

を 理解させ， 引   算によってその 面積が求められる 

丘 

尹 

ようにする事は 言うまでもないが ，具体物の操作 

などを通して 量感を養ったり ， なぜ公式が導かれ 

るのかということもしっかり 理解させたい。 また， 

長方形の - 辺を固定して 他の辺の長さを 変化させ 

た時の面積を 求めることで 関数的な考え 方にも触 

れさせたい。 

4  教材の関連 

(3 ぺ ー ジの 教 W. 構造 チ ヤート参照 ) 

5  児童の実態 

(1)  レディネ、 ステストの結果から 

① 面積の大小を 周囲の長さで 判断する児童が 

3 1 名 中 3 0 名であ る。 

② 「 c.m 」「 m 」「 km 」の単位間の 換算が不 

十分な児童が 10 名程度おり特にⅡ、 さい単位 

から大きい単位への 変換が不得意であ る。 

③ 部屋の広さを 畳の数で比べたり ，物の長さ 

を 何かのいく っ分 としてとらえることはおお 

むねできる， 

④ その他 

面積を幅の広さと 混同している 児童が多 

い。 ( 横幅の広い長方形の 方が面積が広いと 

考える 0) 

Ⅱ下の図でいちばん 広いと思 う ものに 0 を つ け 

ましょう。 
    

⑧ 

口   ロ コ コ   口 

E  下の図の ア，イ，ウ のうち，いちばん 広いの 

はどの へ やですか - 記号で答えましょう「     
    

 
 

    
 
  

 広
 

ん
 
ぱ
 
ち
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

                      。 " 。   。   "" 。 " 。 口 
        

日下の図の①と②の 広さをくらべます「次の 

ア から ウ までのうち正しい 記号を二二コ に 書き 

ましょう。 

⑦①が広い 

， 口 ，   m """" 。 "" 口受 コ 
⑦とちらも同じ 

日次の長さの 単位を変えて 表しましょう。 

① l cm=  mm  ② 30mm  = C ln 

③ 5,n 二 c  m  ④ 200  c  m  二 m 

⑤ 3 km 二 m  ⑥ 8000  m  二 km 

目 次のものの長さをはかるには km, m, cm 

mm のうちどの単位を 使 う とべ ん りですか。 べ 

ん りだと思 う 単位を書きなさい。 ( じっさ い に 

はかるのではあ りませんよ n) 

①ノートの厚さ (   

②教室のたてと 横の長さ (   

③本のたてと 横の長さ (   

④那覇から名護までのきょ り (   

廿 っくえのたてとよこの 長さをくらべよ うと 田、 

いましたが。 ものさしやメジャーがあ りません。 

あ なたならどのようにして 長さを比べますか " 

できるだけたくさんの 方法を考えて 下さい。 
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  l してとらえられること 

を 理解する " 

  面積を表す単位 (c ㎡ ) 

を 理解する     

5  . 長方形．正方形 (7@ 面積を 

求める公式を 理解する。 

  

学 習 の 流 れ 指導上の留意点 山登り学習法 

  レディ イ ステスト・プレテスト と 

をする， 
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  「広い」 と言 う 言葉を使 う 場 

面をいろいろあ げさせて面積 

につなげる。 

  面積は横幅の 広さを比べるの 

ではないことを 押さえる」 

る
考
 

す
を
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法
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テ
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ン
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・
 
ン
 

学
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    自分の考えた 方法で解決させ   導入で学習 

広さを比べる 方法を考えま し る」 構造図の学 

自ノ   重ねて比べる「 習 する所を 
  切って並べ替えて 比べる   確認する， 

2  解決の見通しをたてる。   周りの長さで 比べる，   児童は学習 

T  陣取りゲームの 時の事を思い   何かを並べて 比べる。 構造図を机 

出してどのようにすると 解決で   方眼を書いて 比べる。 の上に出し 

きるか考えてみよう   計算で比べる」 て 学習す 

る。 

3  番 現 に合同な長方形を 4 つずつ   周りの長さでは 面積は比べら     班で学習構 
与えて色々な 長方形を作って 周り れないことを 気づかせる， 造 国 にまと 

の長さを調べる " める」 

  
  導入で学習 

面積がどれだけ 違 うか 表すにはど     長さを比べるときにど う した 構造図の学 

う すればよ い でしょうか。 か 考えさせろ。 習 する所を 

  任意の長方形を 単位としていくつ・ 任意の単位にから ， l c ㎡に 確認する。 

公 で大きな四角形の 面積を表す。 導く     
  児童は学習 

  長方形では，きちんと 敷き詰め 構造図を机 

るには不便であ ること の上に出し 

  任意の正方形を 単位にした 例 。 て学習 ず 

る   

2. 1 c ㎡について理解する "   一処 l cm の正方形を利用す ・班で学習 構 

  l c ㎡の紙ををしきっめて 面 ることの便利さに 気づかせる   造国はきと 

積を求める。   白紙で 1 c2 を作らせる「 める   

    方眼を描いた 長方形を OHP で・   導入で学習 

長方形や正方形の 面積をできるだ 次々に写し面積を 求めさせ 構造図の学 
けはやく求められるよ う に工夫し る。 習 する所を 

ましょう。   次の 2 つのことを約束して 面 確認する。 

積を求めさせる     児童は学習 

2. 学習課題を解決させる。 ①できるだけ 早く面積を求め 構造図を杣 

T 友達はどのようにして 早く面 ること。 の上に出し 

積を求めたのでしょう「 ②できた者から 無言で挙手す て学習す 

  ること。 る 。 

ノ 

ト "," 
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中間ミニテストを 行 う 

  班 ごとに学習内容の 中間 

まとめをする。 

  面積を表 す 単位「㎡」を 

理解する " 

  面積を表す単位 @a  」 

を理解する。 

学 習 の 流 れ 

3. 関数的にまとめる     

  たて 5 cm の長方形の面積を 横 

の長さを変えながら 求めて い 

く， (5 X ロ二 0) 

4. 長方形の面積 二 たて X 横 

正方形の面積 二 一辺 X 一処 

  

陣取りゲームをして 今度こそ決着 

をつけよう， 

2. 複合図形の面積を 工夫して求め 

る「 

1  . 中間ミニテストを 行 う   

  S 一 P 表でテストを 分析し個に 

応じた指導を 行 う 。 

2  班ごと ( こ 新しい学習構造図に 今 

まで学習したことをまとめる -. 

  

l 教室の面積を 求めましょう " 

・教室の面積を 予想する。 
・教室の面積を「 c ㎡」の単位で 

計算する。 
・「Ⅰ㎡」の 新聞紙を敷き 詰めて 

面積を求める。 

3  単位の関係を 考えさせる『 
  1 ㎡ ニ 10000 c ㎡ 

  

神 謀刀 、 学校の中庭の 縦は，約 4 0 

m, 横は約 2 Onl です，面積を 求 

めましょう。 

。 2  「 Q 」二丁 0 0 ㎡ 

指導上の留意点 l 山登り学習法 

方
 
正
 
き
ケ
 

 
 m
 押
 

c
 を
 

6
5
 

と
 

め
が
 こ
 

と
 
さ
る
 

ま
 
衰
な
 

ー
 
こ
の
こ
 
｜
 

表
 
様
形
 

 
 

  今回は面積を 計算で求めては 

っきり勝負をつける 事を押さ 

える。 

  複合図形の所の 面積がわから 

なければ勝負がっかな い こと 

に 気づかせ意欲づけをする     

①全体に再指導を 要する問題を 

まず指導する ， 

②自力で考えさせる 児童と個別 

指導を必要とする 児童に 分 :. サ 

て 指導する。 

  班の全員が納得してから 学習 

構造図に記入するように 指導 

する。 
  理由付けが出来るなら 線を村・ 

け 加えてもよい。 

  班で 学習構 

造図にまと 

める， 
  導入で学習 

構造図の学 

習する所を 
確認する． 

  班で学習構 

造図にまと 

める " 

  ぉ ヰ表を活 

用して個に 
応じた指導 

をする， 

  班 ごとに新 

しい学習 榊 

造 図を与え 

学習内容の 

中間まとめ 
をする． 
  導入で学習 

構造図の学 

習 する所を 
  教室の面積を「 c ㎡」の単位 確認する   

で 計算すると数字が 大きくな 

って不便であ ることを感じさ 

せる。 

  到王 で、 @ さま白 @ テ生 ゴ構 

造図 にまと 

める， 
  l a の広さを体感させる。   学習構造図 

( 児童玄関前の l a  の正方 の学習する 

形を利用する ") 所を確認す 
  農地などの面積を 表すのに便 る ， 

利 であ ることに気づかせる。 ・班で学習 構 

造図 にまと Ⅱ 面積の単位「 ho 」を 理 l 「 ha 」の単位を知る   農地や山林などの 広さを表す 

解する， 時に使 うと 便利であ ることに 

2  単位の関係を 考える。 気 づかせる「 
  Ⅰ ha Ⅰ 二 1 0 0 0 0 ⅡⅡ 

  l hQ 二 1 0 0 Q 

  
構造図の学 

習する所を 
確認する。 
  自分で学習 

構造図にま 

とめる・ 
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1 3  . 練習問題をする ， 
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学 習 の 流 れ 指導上の留意点 山登り学習法 

  「 k ㎡」の単位を 知る「   導入で学習 

構造図の学 

22  単位の関係をまとめる。 習 する所を 
  l k ㎡ 二 1 0 0 ho   既習の単位の 関係もまとめる「 確認する」 

  l  k  ㎡ =  1000000  面   自分で学習 

構造図にま 

とめる。 
1  単位換算の練習をする。   学習構造図を 見て参考にしな ，学習構造図 

2  教科書の練習問題・まとめの 間 がら問題を解く   を 参考にし 
題を解く。 ・ながら問題 

  班 活動で学習構造図や 問題作りを ・大型の学習構造図で 線が書か 

通して「面積」を 構造的にまとめ れていないものや 要素が空欄 

る 。 になっているものを 完成させ 

たり． 問題作りなどを 通して 

「面積」を構造的に 理解させ 

る 

を角隼く     

  大型の学習 

構造図を班 

活動で完成 

させる。 

積
 
」
 
面
 
 
 
で
 
タ
る
 

ユ
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を
図
 

ピ
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コ
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1.6  , ボストテストをして 評価 

を 解く・ しながら学習を 進める。 を 参考にし 

ながら問題   コンビ ユ - タ ( ラインズ ) の問題，学習構造図で 全体構造を意識学習構造図   
を 角をく・   

一 ・ボストデストをする "   

7  14 時の指導 

(1)  指導の目標 

「面積」の単元で 学習したことをまとめて ，「面積」の 概念を構造的にとらえることができる。 

(2) 授業の仮説 

単元のまとめで 児童に構造学習法を 行えば，児童は「面積」の 概念を構造的にとらえることができ 学 習 効果が上がるであ ろ う 

(3) 評価の観点 

関心・意欲・ 態度 数学的な考え 方 表現・処理 知識，理解 

  自ら進んで学習しょう ・「面積」の 概念を構造・ 長方形・正方形や 複合・「面積」の 意味がわか 

とする。 的にとらえることがで 図形の面積を 求めるこ る。 

・班の仲間と 協力して 学 きる。 とができる。 ・長方形や正方形の 面積 

習を進めようとする。 ・単位の換算ができる。 の公式の意味がわか 

る 。 

(4)  準 備 
教ほ 市       ・学習構造図 ( 線を一部消した 物 )  . 学習構造図 ( 要素を一部消した 学習構造図要素の 

みを印刷したプリント )  。 問題作成用紙 ・学習構造図 ( 掲示用 ) マジック 

ノ %@ 口上 " 三 "         のり，はさみ ，筆記用具 

ヰ 
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(5) 学習の展開 
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学習活動と児童の 反応 

1 学習のめあ てを っ かむ。 

一 めあ て 

「面積」の字音でこれまでに 

勉強したことを 学習構造図など   

に きとめよ う 」 

2 各班 ごとに課題を 解決する。 

A . 学習構造図に 線を書き込む     

・学習構造図の 余白に勉強した 

ことをまとめて 書き込む。 

B , 学習構造図の 要素の欄に要素 

を 入れていく。 

  学習構造図の 余白に勉強した 

ことをまとめて 書き込む " 

C . 統合された問題を 解く " 

・与えられた 問題を解くために 

基礎になる問題を 作り，その 

解答例も作成する。 

3 番班の学習成果を 発表する。 
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(6) 学習の考察 (0= 良い ●二課題あ り ) 

0  学習構造図で 単元の全体構造を 意識しなが 

ら授業を進めることによって 児童は見通しを 

立てて学習ができ ，理解が深まった。 

0  単元を通して 児童の反応が 非常に早く，課 

題に取りかかりやすかった " 山登り学習の 効 

果 だと考えられる」 

0  長さの単位の 変換が苦手な 児童がレディネ、 

ステストによると 約 10 名もいたが学習構造 

図を用いることによって 自炊に復習をし ， 基 

磁的な長さの 単位の関係は 理解できるよさに 

なってきた」 

0  学習構造図 1 枚に毎時間の 授業のまとめを 

書き込んで行くことにより 既習事項を振り 返 

ったりするときや ，個別指導のときに 非常に 

効果的であ った「 

0  操作活動や問題解決的活動を 多く取り入れ 

たことにより ，児童が意欲的に 活動し「面積」 

の意味や単位を 使い分ける事の 便 和恰を 。 体 

験を通してよく 理解することがでぎた。 

0  学習構造図にまとめることに よ り，操作活 

動などのめあ てを児輩がよく 意識するように 

なるという効果があ った「 

0  班活動を多く 取り入れたことによって 自己 

表現力やチームワークの 高まりも 兄 られた。 

● 本 時は，単元のまとめの 授業であ った ， 7 

時間目の中間まとめで 児童が予想覚に 素早く 

構造図を仕上げたので 今回はもっと 高度なこ 

とができるであ ろうと考えて 課題を設定した 

が 。 少しむずかしすぎたよさであ る， しかし 

段階を踏んで 指導するならば 十分可能であ る 

と考える， 

● 班で話し合う 前に．仙人でまとめる 時間が 

叱 ・要であ る - 

● 「山登り学習法」を 進める中で・ 個人の内 

面的な変化をとらえる 手だてをさらに 研究す 

る必 ・要があ る， 
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問題 1 図のような形をした 花 だんがあ ります     
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8  S 一 P 表によるテストの 処理とその考察 

  

ク 

( Ⅰ )   
テストⅢ 題 ( 教育同人社東京書籍版に 白 

Ⅱ色をぬった 部分の茜 構 は ，何 ㎡ですか。 
  I  cm 

ちら 土 [@0] 

1 

（ ㊨   ) 

日長方形や正方形の 面積のもとめ 方 てす。 
口 にあ てはまる数やことはを 書きましょう。 

1cm   ①左の長方形ては ， 

  
lc ㎡の正方形の 数は 

， "n"," 
められます。 

"" 。 。 。 " 。 ""' 口 C"'" 。 
③長方形の面積 二 口コ ， [ コ 
""" 。 """ ロ " 二 
を ・ 西 荻のをよ式 ，ナ 、 ， ヒ ⅠⅡ、 ます。 

日日にあ てはまる数を 害きましょう。 

①・㎡ 二     c ㎡ 
 
 
 
 

 
 
㎡
 
化
 

3
 
②
 

  

    

㎡
㎡
 

一
一
一
一
 

0
 
0
h
 

5
 
2
 

③
④
 
4  右の図のような 形     -5cm         

  

リ綴 ㌍ 枕 "3 課 ヂ """                         よけ、 虫 ところをひく・ 

  

。
 -
 

作問題を追加した -) 

目 たてが 40 ㎜ ， 検が Ocm の長方形の面積は 
何 cT ですか。 

( 式 ) 

答え （ ） 

目面 旗が 56c ㎡ て ，たての長さが 8c ℡の長オ 
形 があ ります。 横の長さは 何 cm ですか。 

( 式 ) 

告え （ ） 

日下の図のような 長方形の形をした 畑の面 

棋は何 m, ですか。 また， 何 Q ですか。 

( 式 Ⅰ 

生え 目 （ m3) で ，く ） 

旧 一処 が 8m の正方形の面 祇は何 ㎡ですか。 

式主 

  ） 

② 。 （ ） 

③ hQ  ( ） 

Ⅰ口口次の (  ) の中にあ てはまる数字を 害きなさい。 

一 辺の長さが ( ) m の正方形の 
面宙は 1 0 です。 

; 目 
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(2)  S 一 P 表と 得点分布図の 変化 

① プレテスト (H l0.12.2)     

② ボストテスト (H  ]0  ・ 12  ,19) 
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④ 2 週間経過後テスト (HII.1,8) 
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(3) テストによる 学級平均点・ 児童得点の変化 

点 100 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

8
 
6
 
4
 
2
 

「面積」平均 占 変化 

  86       
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[ 考 察 ] 
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紙の状態であ ったと言える ， 
舌 

● ボストデストの 結果が ， 思わしくなかったため・ 

1 時間補充指導を 行った、 その際，学習構造図を 

用 いて指導し間違っている 問題に関係のあ る要素 

に マーカ一で印を 付けて意識化させるよ う にし 

た 。 ポストテストの 結果が低かったのは ， ドリル 

を コンビュータ (1 時間 ) 以外ほとんどしなかっ 

た事が原因と 朋   われる「負担にならない 程度の ド 

りか は取り入れるべきであ った。 

0  得点分布が。 山登り学習を 取り入れていない 授 

業を行った場合と 比べてまとまっており ，下位の 

" ハ 
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児童の指導に 山登り学習法が 有効であ ると考えら 

れる     

0  テストの処理に⑧ 一 P 表を使って分析し 個に応 

じた指導をしたことが 有効であ ったと考えられ 

る 

0  学習構造図を 用いた補充指導の 後は． 2 週間の 

冬休みをはさんでも 平均点にして 1 点しか低下し 

ておらずよく 定着している。 これは，山登り 学習。 

の効果であ ると考えられる。 [ 児童の得点変化の 

内訳は得点が 下がった者に 名 ( 内川点以上の 減 

少 4 名 ) 得点が上がった 者 9 名 ( 内 @0 点以上」 -: 

昇 ， 2 名 ) 変化無し 9 名でほぼ拮抗している ] 
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(1) 新しい事を学習していく 授業のとき ( いくつ 0 をつけてもよろしい。 ) 
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[ 設問のねらい ]     
  

「山登り学習法」では・あ たかも山登りのとき 地図で現， 700 「   

在位置を確認しなから 山を登るよ う に，学習構造図で 教材 60%   
の 全体構造を常に 意識しながら 学習することによって 知識 50 ・ 0   一 l 

40.0 
38.7 38 7 

    
の 構造化を図ろ う とするものであ る「この学習法が 児童に 

  

30.0 
どのようにとらえられたかを 本 Ⅲではたずねた その結果 

20 0 

は 次の通りであ る・ 
Ⅰ @  0 

[ 考察 ] I  0.0 十 - Ⅲ ぷ 

  

0  学習構造図を 用いた学習に 対して「 ア ふ つぅ の 学   ア イ ウ ェ オ ヵ キ 

習法 よりよくわかった「」と 答えている児童が 58.1 % おり，初めて 取り組んだ学習法としてはよく 理解 

できていると 評価できる   

0  「 ェ これから何を 勉強するのか 前もってわかって 良かった " 」 と 答えた児童が 32.3%, 「 オ 今ま 

で 学習したことや ，朋の学 年で 勉強したこととの 関係がわかって 良かった。 」と答えた児童が 38.7 % い 

た ( 複数回答であ るので実数で ]4 名 45.3 % の児童が少なくともどちらかに 0 をつけている ， ) という 

ことは学習構造図のねらいを 1/2 近くの児童が 感じ取っていると 評価してよいであ ろう。 特にテーマ 

設定の理由に 述べた通り本研究を 始めた動機は 学習不振児を 何とか 救 がたいという 願 い からであ った。 

その意味で「 オ 」と答えた児童が 多かったことは ，教師のねらいっている 点にに児童も 気づいていると 

評価して良いと 考える。 

● 「 ウ あ まりよくわからない」」 (38.7%), 「力 学習こ うぞ 3 図の意味がよくわからなかった " 」 (22.6 

%) ととらえている 児童については ， 2 通りの受け止め 方が考えられる「その 1 つ 目は・構造学習法と 

い う 学習法自体が 児童にとって 難しすぎたととらえるもの。 もう 1 つのとらえ方は ，構造学習法という 

新しい学習法に 戸惑っているというとらえ 方であ る。 その両方ともが 含まれているととらえるべきだが 

どちらかというと 第 ， 2 の新しい学習法に 対する戸惑いが 大きいのではないかと 考える，山登り 学習法を 

行 う にあ たってよりきめ 細かな オリェ ンテーションと 学習構造図の 改善を行 う ことによって「よくわか 

らなかった」にとらえている 児童数を減少させることは 十分可能であ る。 

(2) まとめの学習のとき 

人数 胚 

ア   学習したことが 整理できてよくわかった。 21 67.7 

  ィ あ まりよくわからなかった。 7 22.6 

ウ その他 6 Ⅰ 9.4 

  

[ 設問のねら ぃ ] 

14 時や中間まとめ (7 時 ) の授業で新しい 構造 

図にまとめ直す 学習をどうとらえているかをたず 

ねた。 

[ 考察 ] 

0  前門で「力 学習こ うぞ 3 図の意味がよくわ 

からががった " 」 と答えた児童の 多くが「 イ あ 

妬 80.0   

  
40.0 

30.0 

20.0   

    10.0   

  

0 ・ O   

67.7                 
22.6 

一   
  イ ウ 

 
 

    

まりよくわからなかった．」 と答えている「 前 間 

で「あ まりよくわからない」と 答えた児童よりも 数字が減っているのは   きとめの段階で は研 ごとにま 

とめる時間を 長く設定したので ，坑内で学習内容を 振り返ったり ，共同作業や 教え合いをする 時間がた 
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くさんとれたためと 考えられる， 

2
 毎時間終わりに 班でこ う ぞ う 図の書き込みをしたことについてあ なたはど う 思いますか。 

Ⅱ 

人数 胚 

7 班で教え合ってまとめたので 勉強がよくわかった。 23 74.2 

イ 一人でまとめた 方が良いと思 っ 0 4 Ⅰ 2.9 

ウ 先生がまとめてほしい。 4 12.9 

[ 設 Ⅲのねら ぃ ] 

山登り学習法では ，児童に学習内容の 構造的・体系的理解 

を 深めさせる方法として 少人数で児童に 討議をさせて 学習の 

まとめをさせることを 重視している。 児童がどうとらえてい 

るかをたずねた。 

[ 考察 ] 

0  圧倒的多数の 児童が ， 「 ア 班で話し合ってまとめた 

ので勉強がよくわかった。 」と答えた。 実際の授業では ， 

この話し合いの 場面で手間取ったり ，授業時間中に 終わ 

りきれない班があ ったりしたのでこの 結果は意外であ った。 多少のもたつきはあ っても児童は 少人数の 

グルーブで話し 合いながら学習をまとめていくこと 楽しんでいると 思われる。 

3
 ワークシートの 左の方に学習のめあ てを書いてあ りましたがそれについてあ なたはど う 思いましたか。 
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人数 胚 

23 74,2 
6 19.4 
2 6.5 

イ ア 

19.4% 74.2% 
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4  「面積」の授業で 印象に残っているのは 何ですか。 ( いくつ 0 をつけてもよろしい。 ) 

人 数 % 

ア l C mTf を作ったこと     
1@ 1 35.5 

イ 陣取りゲームをしたこと       2@ 7 87.1 1 9 ㎡を教室にしきつめたこと 1@ 7 54  .8 

エ 児童玄関に書いた l a の広さ 4 12  .9 

オ その他 4 Ⅰ 2.9 

[ 設問のねら ぃ ] 
100.0  Ⅰ一・一一・ -.- 一‥ -     

  
本 単元の授業を 進めるにあ たっては構造化を 促 

進させるために 体験的な学習を 多く取り入れるよ 

う に心がけた，特に 面積の量感覚を 養うため， 単 

位 面積 (l c ㎡ ， 1 ㎡ ， 1 めほ ついては実際に 

具体物の操作を 多くさせた「また．広さ 比べと複 

合図形の面積を 求める場面では 関心・意欲を 高め 

るためにゲーム 的要素を取り 入れ陣取りゲームを 

  

    

イ 〒 った 。 

[ 考察 ] 

0  印象に残っているものとして 陣取りゲームをあ げた児童が 87.1 % もおり，ゲーム 的要素を取り 入れ 

ることで児童の 関心・意欲が 向上すると考える。 

● l c ㎡ や 1 ㎡を選んだ児童が 少ないのは，作業的な 困難さを児童が 敬遠したためと 思われる。 児童が 

本間の意図を「印象二面白さ」ととらえたのではないだろうか。 児童玄関に書いた 1 0 の単位面積の 印 

象 が少ないのほ ，授業時間外に 一部の児童と 書いたこと，せっかくかいた l a の単位面積を 授業のとき 

に 十分活用できなかったことが 原因であ ると考える。 

5  児童の感想 積 ファイルをつかってやったらよくわかってき 

山登り学習法を 肯定的にとらえて 記述したもの た 。 ( 中略 ) 面積の勉強はとてもたのしかった。 

(13 人 ) 0  でかいこ う ぞうずをかいたときがくろう レた 

0  面積でさいしょはむずかしかったけど ，あ と けどおもしろかった。 

  からはなれてちょっとずつわかりやすくとても 0  面積はさいしょはわからなかったけど ，は ん 

たのしかったです。 いちばんわかりやすかった 

のがこ う ぞ う 図でした「 こ う ぞ う 図はとてもわ 

かりやすかったです。 

0  面積をならったときは ，むずかしかったけど． 

どんどんわかって 3 年の時のべんきょ ぅ も．お 

もいたり ヒし 面積の勉強もわかつた。 

0  いままで学習こ う ぞ う 図をつかった べ んきょ 

ぅ は，むずかしいけどふつ ぅ のおしえかたより 

よくわかった． 自分はもっとがんばります「 

0  面積の勉強はわからなかったけどだんだん 面 

6% 一 18 一 
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どおもっていたけど・やってみるとそれほどは 

むずかしくはなかった ， ( 中略 ) 「いい勉強にな 

ったと思 う 。 」 

0  面積は算数の 中ではいちばんおもしろかった 

です。 面積のべんきょ ぅ をしながらじんとり ゲ 

一ム をしたりとてもがもしろかったです。 

( 陣取りゲームが 楽しかったと 記述したもの 

7 名 ) 

0  面積のべんきょ ぅ は ， 広さをはかったりして 

おもしろかった。 

0  たいへんだったけど ， じんとりゲームとか 1 

㎡を作ったこととか ， 1 ㎡をしいてしまをつく 

ったりしてとっても 楽しかったりい み もわかっ 

たのだ。 いみ もよ 一 くわかりました。 
Ⅰ 

● 面せきをもとめるやりかたがわかってよかっ 

たけど， 1 ㎡ なづ くるのがとっても 大変だった。 

山登り学習法を 否定的に記述したもの (2 名 ) 

● 学習こ う ぞ うず をつかった べ んきょ ぅ は，ぜ 

んぜんわからなかった。 ふつ ぅ のべんきょ ぅよ 

りわからなかったほ う 。 

● あ んまりわからなかったけど ，いちお う ，お 

ぼえているから ，テストはだいじょうぶだと 思 

ぅ けど 一 。 だけど， もうにどとこうぞ う 図は ， 

かきたくな 一い Ⅱ 

ナ 1 考察 ] 
0  自由記述 式 にしたので，山登り 学習法にふれ 

ていない児童もいるが ， 2 名以外は楽しく 学習 

に 取り組んだということがわかる ， 

0  特徴的なことは ，最初難しいと 感じていだの 

が 後になるほどわかるよ う になってきたと 答え 

ている児童が 多いことであ る。 これは，山登り 

学習に対する 戸惑いもあ るだろうが，学習内容 

との関わりで 考えると学習構造図の 有効性を示 

していると考えられる「今までの 授業では最初 

よくわかっているのに 後になるほどわからなく 

なるということが 多 い のではないだろうか「学 

習構造図を常時活用することで ，単元の全体構 

造な っかんだり，既習事項を 確認したりしなが 

ら 学習できるので「後になるほどわかる " 」よ 

う になったのであ ろうと考える ， 

0  ゲーム的要素のあ る教材提示や 具体物の操作 

などをほとんどの 児童は喜んで 行っている h 

0  山登り学習法に 否定的な感想、 を述べた 2 名の 

内 1 名の児童は，普段算数は 下位の成績であ る 

が ， 本 単元ではテストごとに 成績が向上し 2 週 

間経過後テストでは 93.8 % の正答率をあ げて 

いる。 ( プレテスト 22 % づ 中間テスト 28.6 %0 

づ ボストテスト 84.4% づ 再テスト 84.4%0  ,2 

週間経過後テスト 93.8 %) 本人は「ふつ ぅ の 

べんきょ ぅ よりわからなかったほ う 。 」と感じ 

ているが，実際には 後になるほどよくわかり ， 

1
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習 構造図を用いなくともわかるということで 山 

登り学習法にわずらわしさを 感じたのではない 

かと考えられる。 ポストテスト ， 2 週間経過後 

テストともに 90.6 % 。 の正答率であ った。 学習 

内容を定着させるのに 構造化してとらえること 

が大切であ ることを理解させることで 山登り学 

手法に対するとらえ 方も変わるのではないかと 

考える。 

● 記述 式欄 に消極的な評価を ， 述べた児童は 2 

名 のみであ るが， 問 1 の考察で述べたよ う に， 

38.7% 。 の児童が山登り 学習法に戸惑いを 感じて 

いる。 
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V Ⅲ 研究のまとめ 

「 研究の成果 

0  lil@ り 学習法」を行 う ことにより， 児竜 

は 教材の全体構造を 意識するようになり ，学 

習効果が上がった「 

0  山登り学習法を 行 うと 成績 中 ・上位の児童 

は ，学習構造図を 参考に見通しを 立てて学習 

内容や解決の 仕方を予想、 して授業に臨むよう 

になってきた」 

0  テストの得点分布の 考察から成績が 下位の 

児童にとって 山登り学習法は 特に有効であ る 

と考えられる。 

0  操作活動や，問題解決的学習を 多く取り入 

れる事により ，児童が意欲的に 活動し 「面 

積」を単なる 計算法としてではなく ，「面積」 

の 意味 や ，単位を使い 分けることの 便利さを 

体験を通して 深く理解することができた「 

0  学習構造図に ，式 や区，絵などの 自分なり 

0 表現株でまとめることができるよ う になっ 

てきた。 

0  まとめの場面で 班 活動を取り入れたことに 

より児童は意欲的に 活動し学級の 和も高ま 

った 。 

0  テストの処理に S 一 P 表を使って児童 と問 

題を分析すれば ，個に応じた 指導ができ学習 

効果が上がることがわかった。 

2  今後の課題 

● 「山登り学習法」に 戸惑いを感じている 児 

童に対する指導と ， よりわかりやすい 学習 構 

造園 や ワークシートの 工夫をする。 

● 単元のまとめの 授業で，単元全体の 構造を 

自分なりに再構成する 指導を段階的に 進め 

る 。 

● 山登り学習を 展開する中で 数学的思考や 関 

心・意欲といった 情意面の変化をより 的確に 

とらえる研究を 継続する。 

● 他の教科での 構造学習や山登り 学習法の 応 

用の研究をする " 

おわりに 

浦添市立教育研究所での 半年間の研修 は 私にと 

ってかけが い のな い 大きな財産になりました」 こ 

ねから教育現場にもどっても・この 経験を活かし Ⅰ 

少しでも還元していきたいと 思います。 

  

  

指導して下さった 新城 英 侍所長， 池 m 博胱 研究 

係長， 営間 正和指導主事あ りがと う ございました。 

研究所の職員のみなさん ， 同僚の研究員のみなさ 

んあ りがと う ございました。 

また，私に研修の 機会を与えて 下さいました 浦 

添市教育委員会の 先生方， 神森 小学校の豊 里 優 

校長，検証授業等で 色々協力して 下さった 神森 小 

学校の先生方どうもあ りがと う ございました。 
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